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＊
＊
正
副
議
長
の
選
挙
＊
＊

　
議
長
選
挙
の
結
果
、
倉
橋
正
美
議
員
（
政
進
会
）
が
有
効
得
票
数

21
票
中
19
票
を
獲
得
し
、
第
56
代
の
市
議
会
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
新
議
長
の
倉
橋
正
美
議
員
は
、
国
分
南
在
住
で
市
議
会
議
員
７
期

目
の
65
歳
。
こ
れ
ま
で
の
議
会
の
役
職
と
し
て
は
、
市
議
会
議
長
、

総
務
常
任
委
員
会
、
文
教
社
会
常
任
委
員
会
、
経
済
建
設
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
副
議
長
選
挙
の
結
果
は
、
戸
澤
幸
雄
議
員
（
公
明
党
）
が

有
効
得
票
数
21
票
中
21
票
を
獲
得
し
、
副
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
新
副
議
長
の
戸
澤
幸
雄
議
員
は
、
上
今
泉
在
住
で
市
議
会
議
員
３

期
目
の
59
歳
。
こ
れ
ま
で
の
議
会
の
役
職
と
し
て
は
、
議
会
改
革
特

別
委
員
会
委
員
長
、
文
教
社
会
常
任
委
員
会
、
経
済
建
設
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
委
員
の
所
属
変
更
、
一
部
事
務
組
合
議

会
議
員
の
選
挙
、
議
席
の
変
更
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

＊
＊
意
見
書
を
可
決
＊
＊

　
市
議
会
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
地
方
財
政

へ
の
影
響
緩
和
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
員
賛
成
で
原
案
可

決
し
ま
し
た
。
意
見
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
短
期
間
で
感
染
が
広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

世
界
的
な
感
染
拡
大
が
今
も
続
い
て
お
り
、
世
界
で
の
死
者
数
は

１
１
０
万
人
を
超
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
日
本
国
内
で

は
、
緊
急
事
態
宣
言
後
の
経
済
活
動
等
の
段
階
的
な
再
開
が
進
め
ら

れ
、
感
染
を
抑
制
し
つ
つ
も
新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
た
社
会
の
あ

　
11
月
13
日
、
第
６
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
臨
時
会
で
は
、
市
長
等
の
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
市
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
を
審
議
し
、
原
案
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
地
茂
議
長
、
市
川
洋
一
副
議
長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
許
可
し
た
後
に
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
常
任
委
員
会
委
員
の
所
属
変
更
な
ど
に
よ
り
、
議
会
の
新
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。
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新
た
な
正
副
議
長
の
誕
生

　
先
に
開
催
さ
れ
た
第
６
回
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
か
ら
ご
推
挙
い
た

だ
き
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
、
世
界
中
に
広
ま
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
生
活
に
対
し
て
、多
く
の
影
響
が
で
て

お
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
し
て
も
、
今
後
想
定
さ
れ
る

財
政
難
に
備
え
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
議
決

し
た
事
業
の
検
証
や
よ
り
責
任
あ
る
議
決

を
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
な
ど
行
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
臨
時
会
に
て
、
議
員
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
推
挙
を
賜
り
、
副
議
長
に
就

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
が
一
日
も
早
く
終
息

を
す
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
副
議
長
と

い
う
職
務
を
全
う
し
、
議
長
を
支
え
て
、

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
心
よ
り
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

a
a

a
a

a
a

a
a

倉橋　正美
（政進会・７期）

議　長

戸澤　幸雄
（公明党・３期）

副議長

り
よ
う
が
模
索
さ
れ
始
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
時
冷
え
込

ん
だ
経
済
活
動
は
い
ま
だ
元
に
戻
っ
て
は
お
ら
ず
、
様
々
な
緊
急
経

済
対
策
に
よ
る
支
援
に
も
か
か
わ
ら
ず
地
域
経
済
は
い
ま
だ
低
迷
状

態
を
脱
し
て
は
い
な
い
。

　

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
子
育
て
、
医
療
介
護
、
地
域
の
防

災
・
減
災
な
ど
、
喫
緊
の
財
政
需
要
へ
の
対
応
に
加
え
て
長
期
化
す

る
感
染
症
対
策
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
地
域
経
済
の
低
迷
に
伴
っ
て
、
本
年
度
は
も
と
よ
り
来
年
度
に

お
い
て
も
地
方
税
な
ど
の
税
収
の
激
減
が
避
け
が
た
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
地
方
財
政
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
国
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
国
際
機
関
な
ど
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
等
の
研
究
開
発
の
促
進
や
検
査
体
制
及

び
医
療
体
制
の
維
持
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
次
の
４

点
を
求
め
る
も
の
で
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く
中
に
お
い
て
、
地

方
自
治
体
に
お
け
る
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
総
額
を
確

保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
地
方
財
源
の
不
足
や
地
域
間
の
税
収
等
の
格

差
是
正
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
調
整
を
す
る
こ
と
。

②
令
和
２
年
度
の
地
方
税
収
が
大
幅
に
減
収
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
思
い
切
っ
た
減
収
補
塡
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

減
収
補
塡
債
の
対
象
と
な
る
税
目
に
つ
い
て
も
地
方
消
費
税
を
含
め

弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

③
固
定
資
産
税
は
市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、
制
度

の
根
幹
に
影
響
す
る
見
直
し
は
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
問
わ
ず

断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。
先
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ
た
特
例

措
置
は
、
今
回
限
り
の
措
置
と
し
期
限
の
到
来
を
も
っ
て
確
実
に
終

了
す
る
こ
と
。

④
市
民
の
生
活
に
直
結
す
る
地
方
自
治
体
財
政
の
安
定
の
た
め
に
、

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
に

努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
国
税
・
地
方
税
の
政
策
税
制
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
今
後
も
続
く
こ
と
を
念
頭

に
積
極
的
な
整
理
合
理
化
を
図
り
、
新
設
・
拡
充
・
継
続
に
当
た
っ

て
は
、
有
効
性
・
緊
急
性
を
厳
格
に
判
断
す
る
こ
と
。


